
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

2026年９月 15日 

 

令和８（2026）年度第３回定例記者会見 

 

 
日時：2026年９月 15日（火）10:30～11:30 

場所：豊橋技術科学大学 事務局棟３階大会議室 

 

 

 

 

 

＜本件連絡先＞            

総務課広報・地域連携室       

    広報係 野本・髙柳        

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6568 

 

 

 

 

 

＜記者会見項目＞ 

 

① ダイバーシティ推進センターの活動報告（別紙１） 

【ダイバーシティ推進センター 副センター長 沼野利佳】 

 

② PBL型新規科目が 2026年度後期よりスタート 

～地元企業ご提案のお題に分野・学年横断チームがチャレンジ～（別紙２） 

【産学共創キャリア教育センター 特任教授 三田尾眞司】 

 

③ 2026年度技科大祭開催のお知らせ～テーマ「新章」～（別紙３） 

【第 49回技科大祭実行委員会 委員長／情報・知能工学課程 学部４年 飯島優人】 

【第 49回技科大祭実行委員会 副委員長／建築・都市システム学課程 学部４年 飯田琥太郎】 

 

④ 豊橋技術科学大学吹奏楽団 第 42回定期演奏会のお知らせ（別紙４） 

 



別紙１ 

 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２６年９月１５日 

 

 

 

＜内容＞ 

（１）川柳コンテスト（報告） 

神保睦子 審査委員長（理事・副学長）のもと、教職員・学生で構成された審査委員会にて

厳正なる審査を行い、応募作品 96句の中から入賞作品を決定しました。 

 

（２）Engineers meet Girls!! 2nd（報告） 

      株式会社 Emecoが主催する小中学生向けイベント『Engineers meet Girls』に出展し、将来

理系を目指す子供たちに向けて、現役の女子学生が実際の学生生活や就職について紹介しま

した。 

 

（３）女子学生のためのランチ交流会・哲学対話（報告） 

学年や所属を超えて、学生同士のつながりを深めることを目的に、ダイバーシティ活動支援

学生のメンバーが主体となり開催しました。 

 

（４）女性の健康課題理解セミナー ～DoFemのフェムテック知ってみりん～（報告） 

テーマ：男性こそ知っておきたい！働く女性の健康課題の話 

講 師：DoFem（どふぇむ） 

 

（５）ダイバーシティ推進センターシンポジウム（開催案内） 

テーマ：「ジェンダード・イノベーションと時間生物学」 

日 時：2026年 11月 13日（金）13:30～17:30 

場 所：穂の国とよはし芸術劇場 PLAT アートスペース 

対 象：学生、教職員、一般（興味のある方はどなたでもご参加いただけます） 

プログラム：ダイバーシティ推進センター事業報告およびジェンダード・イノベーション 

研究成果報告、基調講演 

講 師：札幌花園病院睡眠医療センター長 本間さと氏、九州大学農学研究院資源生物科学

部門教授 安尾しのぶ氏・札幌学院大学経済経営学部経済学科教授 小川昭利氏 

 

 

 

 

担当者：ダイバーシティ推進センター事務局  

森田・橋場・宮田  

TEL:0532-44-6502 

【ダイバーシティ推進センター ＵＲＬ】

https://equal.tut.ac.jp/ 

 

 

ダイバーシティ推進センターの活動報告 
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別紙２ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２６年９月１５日 

 

 

＜概要＞ 

現下の社会問題に代表されるような複雑な要因が絡み合う問題や，将来に向けたイノベ

ーションなど，答えがひとつではない問題，複数の仮説に立った多面的な検討を必要とする

問題等に主体的に取組み，問題の解決に向けて着実に前進させる力を持つ「高度専門人材」

の育成の重要性が高まっています。高度専門人材には，ある技術分野における深い知識や経

験はもちろんのこと，広範な技術分野を見渡して，それらを融合させる力や，様々な分野の

技術者・研究者とタッグを組み，良好なコミュニケーションのもと，チームとしてプロジェ

クトを前進させる力等が求められます。 

本学では来年度(2027 年度)から課程（学部）・専攻（大学院）の改変に本格的に着手しま

すが，その重点取組のひとつとして，学部から大学院まで途切れない「実践型総合科目群」

の充実を推進します。それを踏まえ，今年度(2026 年度)後期より，*PBL 型新規科目とし

て，「産学共修ものづくり研究」(対象：学部 2 年生(以下，B2 学生と称する))，および「高

度技術科学者育成特論」(対象：大学院博士後期課程１年生(以下，D1 学生と称する))をスタ

ートさせます。 

 

＜詳細＞ 

これらの科目では，地元企業からご提案いただいた７つのお題（テーマ）に対して，色々

な分野の B2 学生と D1 学生から成るチームが一丸となって立ち向かい，その解を形として

示す，すなわち，「ものづくり」に落とし込む活動を行います。１チームは，B2 学生：6-7

名と D1 学生：1-2 名から成り，全部で 14 チームを編成しました。各テーマに対し，2 チー

ムずつが取り組みます。 

各チームにおける D1 学生の役割は，マネージャー役であり，主にチーム内での議論の推

進・活性化や進捗確認，合意形成，また，チーム内で何か問題が生じたときの問題解決等を

行います。一方，活動の主体として「ものづくり」に取り組むのは，B2 学生です。 

これらの科目の狙いは，海外からの留学生を含む仲間や教員・地元企業の皆様など，多く

の関係者との対話を通したコミュニケーション力の向上，また，チームでの「ものづくり経

験」を通して，課題発見力，分野融合俯瞰力，チームワーク力，リーダーシップなど，技術

者や研究者が，専門的な知識とともに身につけるべき各能力の向上を図ることにあります。

また，成果物の出来栄えも評価の対象にはなりますが，このプログラムを通して何を学んだ

かが，重要な評価ポイントとなります。 

対象学生は，後期の毎週月曜日午後にこの活動に集中して取り組みます。途中，12 月下

旬に中間発表会，2 月上旬に最終発表会を計画しており，これらの発表会を含め，全部で 15

日間の取組みとなります。 

PBL型新規科目が 2026 年度後期よりスタート 
～地元企業ご提案のお題に分野・学年横断チームがチャレンジ～ 

7



 

 

今回の取組みにおいて，以下に示す企業・機関（50 音順）から，計７つのテーマをご提

案いただきました。 

企業・機関名 お題（テーマ） 

イノチオアグリ株式会社 

イノチオみらい株式会社 
ミニトマトの収穫アシストシステム 

サーラ住宅株式会社 モデルハウス・リボーン・プロジェクト 

シンニチ工業株式会社 パイプと知恵で挑む「スマート・わんこ」開発プロジェクト 

豊橋鉄道株式会社 

豊橋市 

2035 年以降のワクワクするまち「豊橋」を語ろう 

―その時公共交通は― 

株式会社ニデック 
目の検査の流れを止めるプロセスの特定と改善 

―誰でも簡単に精度よく― 

武蔵精密工業株式会社 
運ぶだけではない！AMR Innovation 

～新たな自動化の可能性～ 

株式会社ワイエムジー 
ミッションクリアに挑戦！LEGO ブロックを用いたロボッ

ト作製とプログラミング 

 

去る 7 月 2 日に，協力企業・機関の皆様に本学にお越しいただき，対象学生とともにキ

ックオフミーティングを開催しました。協力企業・機関の皆様には，それぞれのお題（テ

ーマ）の背景や必要性，重要性，内容などについて，非常に熱心にご説明いただき，活発

な質疑応答が行われました。キックオフミーティングでの各テーマに関する説明などを参

考に，どのテーマに取り組みたいか，学生の希望調査を行い，極力，学生の希望に沿うよ

うに 14 チームを編成しました。 

 

＜今後の展望＞ 

今回の活動の場を，TUT Monozukuri Co-Learning Studio (通称：ものすた)と名づけま

した。「ものすた」が，高度専門人材の育成に対し，より有効な教育の場となるよう，継続

的に改善を積み重ねていく所存です。 

 

 

 

 

 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 髙柳・野本 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 
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国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２６年９月１５日 

 

＜概要＞ 

 10 月 10 日（土）及び、11 日（日）の 2 日間にわたり 2026 年度技科大祭を開催します。 

開学 50周年という大きな節目を迎え、これまでの感謝とこれからの発展へ思いを込めて「新

章」をテーマとしています。 

 

＜詳細＞ 

技科大祭実行委員会が中心となり、10月 10日（土）及び、11日（日）の 2日間にわたり

2026年度技科大祭を開催します。開学 50周年という大きな節目を迎え、これまでの感謝と

これからの発展へ思いを込めて「新章」をテーマとしています。 

今回の注目企画は、技科大の特色を生かしたご当地模擬店や、地域とともに育まれる企画

を多数ご用意しており、学生自らが企画・運営する科学体験コーナーや、地域の小中学生の

皆様からご応募いただいた美術品の展示などを新たに展開しております。 

その他にも、ゲーム大会やカラオケ大会などの参加型企画、ビンゴ大会や抽選会などのス

テージ企画にも注目です。 

さらに、ゴージャスさんやかが屋さんをはじめとする大幅に規模を拡大した５組の芸人

によるお笑いライブも開催されます。初の大型 LED モニターを使用した大迫力のステージ

パフォーマンスが会場を大いに盛り上げます。 

また、会場にはたくさんの飲食、遊戯模擬店やキッチンカーも充実しています。 

地域と大学が一体となり、小さい子から大人まで多くの来場者が楽しめる、過去最大級に

賑やかなイベントになりますので是非足をお運びください。 

 

詳細につきましては、下記のホームページをご覧ください。 

https://sea.tut.ac.jp/gikadaisai/ 

 

 

 

2026年度技科大祭開催のお知らせ 

～テーマ「新章」～ 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 髙柳・野本 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 
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第42回定期演奏会

客演指揮: 中村健次
演奏: 豊橋技術科学大学吹奏楽団

こもれびウィンドオーケストラ

ライフポートとよはし コンサートホール
整理券不要 全席自由席

2026年 10月4日(日)
13:30開場/14:00開演

第一部 Classic stage

ミ ュ ー ジ カ ル 「 レ ・ ミ ゼ ラ ブ ル 」 よ り 他

第二部 こ も れ び ウ ィ ン ド オ ー ケ ス ト ラ 合 同 演 奏

ジ ャ パ ニ ー ズ ・ グ ラ フ ィ テ ィ X V Ⅲ
～ ア ニ メ ・ ヒ ー ロ ー 大 集 合 ！ ～ 他

第三部 Pops stage

森 の く ま さ ん 、 ス ー ザ に 出 会 っ た 。
グ レ イ テ ス ト ・ シ ョ ー マ ン 他

Program

豊橋技術科学大学吹奏楽団

主催：豊橋技術科学大学吹奏楽団

Gma i l：t u two . r eg u l a r c on c er t@gmai l . c om
共催：(公財)豊橋文化振興財団
後援：豊橋市 豊橋市教育委員会 豊橋ケーブルネットワーク(株) [ティーズ]やしの実FM 東愛知新聞

定期演奏会
ホームページ

公式YouTube
チャンネル

豊橋技術科学大学吹奏楽団公式
YouTubeチャンネルで配信予定！

著作権の関係上、配信できない曲がございます。
配信はアーカイブには残りません。
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